
水田活用の直接支払交付金（水活）における交付対象水田について、令和９

年度以降、過去５年間に一度も水張り（水稲作付け）が行われていない農地に

ついては、原則として交付対象外になるとお知らせしておりましたが、農林水

産省では、令和７年１月に方針を変更し、水田を対象として支援する水活を、

作物ごとの生産性向上等への支援へと転換する方向で令和９年度から根本的

に見直すこととし検討を行っております。 

このため、令和９年度以降、「５年水張りの要件」は求めない方向ですが、

現行水活の令和７年・８年の対応としては、連作障害を回避する取組を行った

場合、水張りしなくても交付対象とするとされ、令和７年４月に連作障害を回

避する取組について示されました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

次のいずれかの取組を行うこと  

○土壌改良資材・有機物（堆肥、もみ殻等を含む。）の施用  

○土壌に係る薬剤の散布  

○後作緑肥の作付け 

○病害虫抵抗性品種の作付け  

○地域農業再生協議会等が連作障害を回避する取組であると判断する取組  

 例えば・・・ 

最適な土壌 pH に矯正するため、播種前に苦土石灰を施用  

土づくりに向け、播種前に、発酵鶏糞を施用  

センチュウ対策として、作付前に、くん蒸型の薬剤を使用し、土壌を消毒  

など 
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水田政策の見直しの方向性について 

見直し内容（水田活用関係） 

連作障害を回避する取組とは 

現行ルール 変更後ルール

令和４～８年度の間に、

➢ 水稲作付 又は

➢ １か月以上の湛水管理
(かつ、連作障害による収量低
下等の発生が確認されていない
こと)

令和４～８年度の間に、

➢ 水稲作付 又は

➢ １か月以上の湛水管理 又は

➢ 連作障害を回避する取組
（令和７年度又は８年度）

現行の「水田活用の直接支払交付金」におけるルールの変更内容



○令和７年に、水田活用の交付金の申請を行う方は、申請書の「③環境と調

和のとれた農業生産の実施状況」欄にチェックをお願いします。  

○取組を行ったことが分かる書類（農業者が作成する作業日誌、栽培管理記

録簿等）や作業に用いた資材の入手状況が分かる資料（購入伝票等）の保

管をお願いします。 

 

 

 

 

 

 

 

※ １か月以上の水張り湛水管理を行う場合は、協議会においての現地確認が必要

ですので、湛水管理を開始する前に、連絡をお願いします。  

 

【連作障害を回避する取組を行った場合の申請書記入例】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【主な質問】 

Ｑ１ 「地域農業再生協議会等が連作障害を回避する取組であると判断する取組」

とは具体的のどのようなものか。  

Ａ１ 農業者が行った連作障害を回避する取組を幅広く判断していくことを考え

ていますが、作物や農地の状況（地力）などにより異なると思いますので、ご

相談ください。 

 

Ｑ２ 過去（令和４年度から令和６年度）に水張りを行ったが、令和７年・８年に

連作障害を回避する取組は必要ですか。 

Ａ２ 制度的には、令和７年・８年の連作障害を回避する取組は不要ですが、取

組みを行うことにより収量の増加、品質の向上が見込まれる場合は、農業者

の判断により実施ください。  

 

   

【お問合せ先】上山市農業再生協議会  

 山形農業協同組合南部営農センター TEL:023-673-3108 担当：井上 

上山市農林夢づくり課 TEL:023-672-1111（内線 402）担当：滝田 

連作障害を回避する取組を行った場合の手続きは 
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